
青 森 県 道 路 メ ン テ ナ ン ス 会 議 の 取 組 と し て 、 青 森 県 内 の 道 路 管 理 者 を 対
象 と し た 橋 梁 点 検 に つ い て の 技 術 講 習 会 が １ １ 月 ６ 日 （ 木 ） に 一 般 国 道 ７
号平川橋 （藤崎町）で行われました。

今 回 の 講 習 会 で は 、『橋梁点検技術力の向上』を 目 的 にＤＸ化の必要性
（ 点 検 支 援 技 術 の 活 用 ） と構造物の長寿命化に向けた予防保全の取組に つ
い て 紹 介 ･実 演 し 、 参 加 し た 国 ･県 ･市 町 村 の 職 員 ２ ６ 名 が 技 術 力 を 養 う た
め、 熱心に受講していました。

ＤＸ化の必要性（点検支援技術）
蛍光Ｘ線分析法と拡張現実技術を
融合したコンクリート塩分濃度調査法

※写真は“ウェアラブルグラス”による塩分濃度測定結果の塩分分布を確認

ウェアラブルグラスで投影

▲測定塩分濃度の可視化
（赤色が塩分濃度の高濃度箇所）

構造物長寿命化の予防保全取組紹介・実演

コンクリート中性化試験（ドリル法）の実演

表面塩分測定器による

付着塩分量の測定状況 →

コンクリート中性化の説明を受ける参加者

ご意見は
こちらまで

お問合せ先：国土交通省 青森河川国道事務所 〒０３０－０８２２ 青森市中央三丁目２０－３８
地域づくり相談室 TEL017-734-4529 FAX017-722-2577

令和７年１１月２０日（木） 第７９０号

東北大学
面 特任准教授
おもて

ハンドヘルド蛍光Ｘ線分析計
で、その場で素早く非破壊で、
塩分濃度測定が可能

測定結果を可視化

ウェアラブル
グラス装着

鋼道路橋の高圧洗浄機による桁端洗浄の実演
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